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１．はじめに 

令和元年東日本台風は，国管理と県管理の河川で

それぞれ 12 箇所，128 箇所で堤防決壊を発生させ，

甚大な被害を与えた 1)．荒川流域の氾濫常襲地帯で

は，近代改修以前には控堤や霞堤といった治水施設

で氾濫流制御を行っており，その一部は現在も残存

している．荒川流域に限らず，台風 19 号の被害を受

けて，霞堤の長所・短所が再度注目されている． 

そこで，本研究は都幾川上流の霞堤群が下流のピ

ーク流量等に与えた影響を明らかにする．入間川流

域の支川群は樹林化が進行しているため，樹木の抗

力には，鉛直構造を考慮した解析モデルを使用した． 

２．氾濫解析モデルの概要 

(1) 氾濫解析モデル 

本モデルは，荒川本川の上流は植松橋観測所から，

下流は東京湾までを支川群を含めて解析可能である．

都幾川と越辺川の合流点付近は 10 m メッシュで，詳

細な解析が可能な 2way ネスティングモデルを採用

している（図-1はモデル構造）．流れの基礎方程式は，

樹木の抗力項を除き，田中ら 2)と同様とした．ただし，

境界条件の位置と与え方は少し変更した． 

(2) 境界条件 

上流端境界には，令和元年東日本台風の実測の流

量，水位データを与えた．ただし，欠測が生じた観測

所等では，貯留関数法および各河川の H-Q 式により

流量ハイドログラフと水位ハイドログラフを求めた． 

(3) 霞堤群開口部の閉鎖のモデル化 

実洪水では破堤時刻などの詳細は不明であるため，

霞堤群の影響評価の第一歩として，堤防高は十分に

高く設定し（壁立て条件で），検討を行った．また，

霞堤の影響を議論するため，図-2 に示した霞堤開口

部①，②，③を閉鎖した Case high_closed (HC)と，閉

鎖しない Case high_open (HO)を解析した．霞堤の開

口部を閉鎖しないケースについては，台風 19 号前の

堤防高を与えた Case real_open (RO)の解析も行った． 

３．氾濫解析モデルによる霞堤群の影響評価 

(1) 堤内地の浸水深 

図-2には，台風 19 号の痕跡調査等から，レベル湛

水を仮定して算出した想定氾濫ボリュームを示す．

 
図-1 モデルの構造図 

 

 
図-2 霞堤群の概要と台風 19 号の想定氾濫ボリューム 

 

 
図-3 Case real_open の 10 月 12 日 18 時の水深コンター図 
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また，図-3には RO の 10 月 12 日 18 時の水深コンタ

ー図を示す．この地域では，おおよそこの時刻に水位

が最大となった．RO は，堤防②や下流区間の決壊等

を考慮していないため，解析の最大水深は痕跡浸水

深よりも 50 cm 程度大きい． 

(2) 下流における流量ハイドログラフの変化 

図-4 に，唐子橋地点における流量ハイドログラフ

を示す．図-4より，HO は HC と比較して，ピーク流

量が約 17 m3/s 低下しただけである．ただし，30 分か

ら 1 時間程度，流量の増加を遅らせた効果は確認さ

れた．RO では，唐子橋より上流で堤防越流が生じる

ため，HO よりピーク流量が低下した． 

(3) 霞堤開口部からの氾濫ボリュームの時間変化 

RO について，堤内地①における累積流量の時間変

化を図-5に示す．図-5より，霞堤開口部からは 10 月

12 日の午前 7 時過ぎから堤内地に浸水し始め，最大

で約 143 万 m3 となった．前述したように堤防は未決

壊条件のため，河道内の水位が高く，霞堤開口部①よ

り上流の堤防越流量が増加し，堤内地氾濫ボリュー

ムは実績よりも大きくなった． 

開口部より上流の堤防②，③から，12 日の 10 時頃

から越流が始まった．この時点で，堤防②と③の堤内

地側法尻付近の水深はそれぞれ 0.4 m 以下，0.5-1.3 m

程度であった．堤防②は台風 19 号の決壊地点である

が，本解析より，堤防越流時にはまだ堤内地側の水深

が小さく，ウォータークッション効果が小さかった

ことが考えられる．また，上流の堤防からの越流量が

大きくなるにつれて，開口部①からは河道に排水が

始まり，堤内地①の氾濫ボリュームは，13 日の午前

6 時には約 20 万 m3 まで減少した． 

４．結論 

本研究では，都幾川上流の霞堤群の長所・短所を洪

水流の平面 2 次元解析により検討した．その結果，

霞堤群は下流の流量の増加を 1 時間程度遅らせる効

果はあったが，壁立て条件ではピーク流量の低減効

果はほとんど無かった．実堤防条件ではピーク流量

の低減効果が認められた．開口部上流の堤防決壊有

無には，堤防越流時の堤内地水深が影響した可能性

を示した． 

なお，実現象では堤防②や下流側堤防の決壊等が

複数個所生じている．そのため，決壊現象を再現すれ

ば河川水位が全体的に下がるため，この地点におけ

る氾濫量が減り，ピーク低減効果は減少する可能性

がある．決壊が生じた複雑流況において，遅延時間や

ピーク流量低減に関して与えた影響を下流区間の現

象も含め，様々な組み合わせの中で再現し，当該地点

の霞堤の果たした効果を検証していく必要がある． 
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図-4 各ケースの唐子橋地点の流量ハイドログラフの差異 

 

 
図-5 堤内地①における累積氾濫ボリュームの時間変化(RO) 
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